
弘陵造船航空会交流会報告 
（第 47 回総会及び第 41 回講演会） 

 
昭和 52 年卒 廣瀬峰夫 

 
1. 開催日時： 平成 29 年 5 月 27 日(土) 10:45 ～ 18:30 
2. 開催場所： 横浜国立大学 理工学部 第二食堂 

      模型展示は YNU ミュージアム 
3. 出席者：会員および来賓 計 78 名 
4. 卒業生製作の模型船見学 10:45～12:30 

総会に先立ち、国大キャンパスの正門の近くにある教育文化ホールの YNU ミュージア

ムに 3 隻の模型船が展示され、20 名の方が見学されました。展示の模型は教室の 3F に

保管されていた「橿原丸」、「赤城山丸」、「隆邦丸」の 3 点です（写真-1）。 
5. 総会 13:30～14:30 

(1) 第 47 回弘陵造船航空会総会が執り行われました（写真-2）。例年、総会運営は事務

局の指導・応援のもと、総会開催西暦年度の末尾の数字が同じ卒業年度のクラス幹

事が行うことになっています。10 年に 1 回、クラス担当幹事が総会の運営を行う

ことになります。今年は 2017 年ですので、1977 年卒の廣瀬、久湊、1987 年卒の

牧野、秋永、宮崎、2007 年卒の松田、2017 年卒の石田、北原の 8 名が担当しまし

た。 
(2) 開会の辞に続き、昨年の総会以降に事務局に連絡のあった逝去者 58 名の氏名を読

み上げ、出席者全員で冥福を祈り、黙祷を捧げました。 
(3) 会長挨拶要旨(角会長 写真-3) 

一昨年から同窓会に学生会員の制度が導入され、今日の交流会には現役学生から

かなりご高齢の大先輩まで幅広い年齢の方が出席されています。 
古きことをご紹介すると、YNU ミュージアムで昭和 20 年代の卒業生が製作した

3 隻の模型船が展示されています。そのうちの 1 隻の日本郵船の客船「橿原丸」は

太平洋戦争直前、世界最大級の豪華客船として計画されましたが、進水前に特設航

空母艦に改装された数奇な運命を辿った船です。戦後初期の卒業生が、この幻の豪

華客船を模型とはいえ蘇らせようとした時期は日本の造船業が復活し、建造量で

は英国を抜いてまさに世界 1 位になろうという時期であり、どのような意図でこ

の模型製作を企画したのか、興味をそそられます。 
翻って私の世代はこの模型製作世代より 1 世代後になりますが、時代とともにメ

ンタリティーはかなり変化し、模型船に思いを託すということは無くなったと思

います。さらに世代が下り最近の現役生・卒業生世代が、後の時代に残すものは何

か、これもまた、大変興味のあるところです。 
新しきことをご紹介すると、国から国立大学全体に交付される運営費が毎年 1%減

額され、資金獲得に苦労している状況が続いています。 
大学の改編に関してですが、4 月に約半世紀ぶりに新学部「都市科学部」が設置さ

れ、「海洋空間のシステムデザイン EP」が所属していた理工学部「建築都市・環境

系学科」から土木・建築系などが理工学部から新学部へ転出することになりました。

海洋空間のシステムデザイン EP は理工学部「機械・材料・海洋系学科」のなかに

残ることになりました。弘陵造船航空会は、海洋空間のシステムデザイン EP がこ

の組織のもとで良い教育研究や伝統的な強みである国際交流に成果を出していた

だくことを期待し、また応援したいと思います。 
(4) 平成 28 年度事業報告が阿部理事より、会計報告が中島理事より、会計監査報告が

庄司監事より行われ、承認されました。 
(5) 平成 29 年度事業計画が阿部理事より、予算案が中島理事より提案され、承認され



ました。 
(6) 会則・内規の一部変更について中島理事より提案されました。会則変更に関しては

弘陵造船航空会の所在地（郵便振替口座の所在地との整合性をとるための変更）及

びクラス幹事人数の変更(1 名から 2 名に変更)の提案がされ承認されました。内規

変更に関しては、『会員名簿の表紙には配布番号を入れる』文言の削除、『個人情報

保護方針』の遵守に関する規定の追加が報告されました。 
(7) 平成 29 年度役員人事について角会長より提案されました。角会長（S46 年卒）・珠

久副会長(S45 年卒)の留任、総務担当理事については、阿部氏（S47 年卒）と中島

氏（S48 年卒）が留任し、竹川氏（S46 卒）が退任、入江氏（S48 年卒）が新任、

教室担当理事の日野氏（S54 年東大卒）が退任し、川村氏（平成元年東大卒）が新

任、監事は加戸氏(S45 年卒)が留任し、庄司氏（S45 年卒）が退任、田中氏（S46 年

卒）が新任、役員ではありませんが事務局サポート役として総務アドバイザーの山

下氏（S43 年卒）を再任し、白木氏（S45 年卒）と松村氏（S46 年卒）が退任する

との提案がなされ、承認されました。その後、改めて退任役員と新任役員に起立い

ただき、総会出席者に紹介されました。 
(8) 大学(教室)と弘陵賞推薦報告が川村教室代表理事より次の通り行われました。 

① 学部の改組 
本年度学部の改組があり、理工学部の建築土木系と教育人間科学部の一部が新

設の都市科学部に移行した。今年度から理工学部、都市科学部、経済学部、経

営学部、教育学部の 5 学部制になった。これに伴い、当学科は理工学部機械・

材料・海洋系学科の海洋空間のシステムデザイン EP に変更になった。 
② 研究室 

海事流体力学、船舶流体シミュレーション、構造情報システム、船舶海洋構造

設計、海空制御システム、海洋設計工学、海洋空間利用工学、海洋環境設計、

海上交通安全、海洋開発、高速空気力学、航空宇宙遊動制御の 12 研究室があ

る。 
③ 学生の進路状況 

学部の卒業者数は 37 名でうち大学院への進学者は 20 名、就職が 17 名であっ

た。修士の卒業者数は 36 名、博士では 2 名であった。就職先は造船重機、自

動車等、航空宇宙系等であった。 
④ 弘陵賞 

弘陵造船航空会は、小竹杏奈さんの卒業研究で「ユニット型浮体式防災基地の

設計と災害フェーズに応じた使用方法の提案」を弘陵賞に推薦した。 
⑤ 国際交流 

上海交通大学と横浜国大との間で、学生の相互交流が行われている。本年度の

国大の学生派遣に関しては 7 月 24 日から 2 週間の派遣プログラムに 10 名、

10 月から 3 か月間の 3 ヶ月派遣プログラムに 4 名が参加した。これは弘陵造

船航空会からの財政的な支援を受けている。 
⑥ 高校生向け公開講座 

毎年実施しているが、高校生向けの公開講座を 7 月 18 日に実施した。その後

8 月 27 日に水槽を使用したひれ推進コンテストを実施した。今年は逗子開成

高校が優勝した。 
(9) 会報 57 号の目次案について阿部理事より説明がありました。 

 
以上を以て弘陵造船航空会第 47 回総会は閉会しました。 
 

6. 講演会 14:40～15:55 
第 41 回講演会は阿部理事による講演者紹介から始まりました。講演者は商船三井技術



部技術研究所所長の柏木孝夫氏(H3 年卒)で「先進的な海運会社になるために－ISHIN 
NEXT MOL SMART SHIP PROJET」と題して講演を行っていただきました（写真-
4）。その後、日本海事協会の武田克己氏(H6 年卒)よりシップデータセンターのコンテ

ンツ配信サービスのご紹介をしていただきました。 
 
7. イベント 15:55~16:25 

講演会後、懇親会に入る前の 30 分間、イベントとしてバイオリン演奏、絵画展示、水

槽見学が行われました。更に、出席者より総会前に行いました YNU ミュージアムでの

模型展示の見学希望があり、2 名の方が追加で見学されました。 
水槽見学会：案内担当の平川准教授が都合により出席できず、水槽で波を起こすことは

できませんでしたが、研究室学生が施設の案内を行いました。 
バイオリン演奏：馬渡雄一氏（H4 年卒）によりバイオリン演奏が行われました。演目

は「To Love You More」、「G 線上のアリア」、「情熱大陸」の 3 曲でした。いずれも素晴

らしい演奏で、聴取者からアンコールの声が上がり、予定になかったアンコール曲（「愛

の挨拶」）も演奏され大変盛り上がりました（写真-5）。 
絵画展示：懇親会場には会員の絵画 14 点が展示されました。岸定雄氏（S36 年卒）の

透明水彩画 4 点、相馬久氏（S38 年卒）の透明水彩画 5 点、小松正彦氏（S41 年卒）の

油彩画 1 点、荻原誠功（S42 年卒）の水彩画 4 点です（写真-6）。 
 

8. 懇親会 16:30~18:30 
懇親会は、総会と同じ会場で行われました（写真-7）。懇親会は来賓の名教自然会の井上

誠一会長の挨拶で開会し、引き続いて荒井誠教授の発声で乾杯を行いました。 
今年の懇親会企画として利き酒会が同時並行で行われました。担当の秋永清氏（S62 年

卒）より、用意した人気の日本酒 7 種の説明と、一人 3 種類限定で利き酒を選んでもら

う旨の説明があり、利き酒会担当者が青いハッピをまとい、雰囲気を盛り上げました（写

真-8）。しばらく、料理、飲み物、歓談を楽しみ、旧交を温めていただいた後、学生会員

となった今年度の卒業生を代表して石田有子氏（H29 年卒）が同窓会入会にあたり挨拶

をされ、弘陵造船航空会が若い年代の人たちの参加で華やかさが増し、かつ活性化する

予感を与えました。 
最後に学生歌「みはるかす」を全員で斉唱したあと、珠久副会長の中締めにて懇親会は

お開きとなりました。その後出席者全員で記念撮影をしました（写真-9）。 
 

 
   写真-1 YNU ミュージアムでの模型船展示 

 
 



 
写真-2 総会風景 

 
写真-3 総会・角会長挨拶 
 

 
写真-4 講演会 
 
 



 
写真-5 バイオリン演奏 
 

 
写真-6 絵画展示 
 

 
写真-7 懇親会風景 

 



 
写真-8 利き酒（懇親会） 
 

 
写真-9 全員の記念撮影 


